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わたしは本の匂いが大好きだ。正確にいえれではいやおうなしに読まされてしまう。た
ば、本の匂いでなくインクの匂いなのだろうだ一つ問題なのは、シャファー教授の知識が
が、新刊書を開いたときなどは何ともいえなあまりに広いので、次から次へと指定される
い。そんなに数多くの木の匂いを嗅ぎまわっ木がなかなか見つからなかったこと。教育学
たわけではないが、アメリカの、それもハー部図書館だけでも蔵書数が三○万をこえると
灯肋螂加川伽Ⅲ雌洲阯馴帖炊艸叩ｕ川川畔夘却㈹抑北灯に空症硯当主仙州州川伽咄エバ化
も食欲をそそらない。好みもあるだろうが、ルタントに質ねてわかったことだが、受講証
一般的にいってわが国のものは、匂いに手」し明書を呈示すると、他の学部図書館はいうま
く、まあ中の下といったところだろうか。でもなく、ニューヨークの中心部にある公立
今わたしの手もとに、「適応の心理」と題図書館でも、自由に図書の閲覧。借出しがで
した本がある。コロンビア大学教育学部の心きるのだ。金沢でも、金大の学生証だけで保
理学者の名著であり、著者の講義でテキスト証人印などなくても市立・県立の図書館から
として使ったもので、署名してもらってあ自由に借り出せるようにならないものかと思
る・今でも時おり開いてみるのだが、ページをう。
めくるたびに、当時の記憶が実にありありと話はもとにもどるが、このシャファー教授
よみがえってくる。どうしたわけかと思ってのセミナーに一人の黒人女性が出席してい
幽灘雛鱗繊灘灘鱗騨騨
》億の中では、この本の匂いがこで、彼女の匂いばかりがただよっていた。日
誠一槻辮猟眺鱗糊艸》聯鵬鵬繊鰍蝋》螂洲馴
図》っと見たところは温顔で好々爺硝乢脈輸肌肌榊川肛川Ⅶ加鵬枅胱岬肺紗川Ｍ
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〆：。、、さだかでないが、直接におたづ一年四高教授に赴任、以後一一一十数年間漢文を
ねすることもしないうちに、亡くなられて了もって教育に身を捧げられた。奈良県士族の
った・タバコも紫煙か絶える間もないほど、出身であるが、終生金沢に親しみ、明治大正
たしなまれた。先生の御専門は衛生学で、術年間は長土塀の武家屋敷に住み、金沢人とし
生学の権威が酒もタバコものみ放鬮という御て鮒諦肱川剛鮴１行の「欽定四経」一○○巻
手本を示されたのだから、私逮非衛生学徒はの大部のものや、津田鳳郷署「韓非子解話」
意を安んじて酒を飲みタバコを喫したもので太田錦城著「大学原解」「中庸原解」等郷士
ある。生きて酒の飲める年数を五十年とする人の資料をも備えている。その中核をなすも
と、百石を飲むには一年に二石、つまり、一一一のは四書、経書、史類、詩文でそれも洋装
百六十五日に一一百升を腹中へ送・りこまなけれ本、和装本、清朝や民国版の中国図書等多種
ばならない勘定となる。一日五合では一年百多様である。
八十二升五合、一日六合とすると二百十九升・恢叩鴎釧艫襯綱洲椥釧Ⅷ護蕊鞠
となる。常人凡人のよく消化し得る量ではな「文章軌範」「右文真宝」「韓非子全書」等は
い。先生が目標額を達成されたかどうかは諸校刻が極めて精微で、和紙に鮮明な印刷は国
説があって明確を欠くが、酒豪の尊称にふさ内でも定評があった。先生はこれ等を教科書
わしい方ではあった。
に使用されたが、この池版も処々朱筆で文字
私の中学時代の漢文の先生は「一生のうちの訂正がほどこされている。一点一面もゅろ
に一万冊の本を読破したい」と云われたが、がせにしない先生の几帳面さが伺われる。
この言葉は今も私の耳底に残っている。生き四高の蔵書は、漢籍の集中していることで
て本の読める年数を五十年とすると、年間一一は全国でも屈指と一一一一口われたが、先生は殊の他
百冊を読めばいいことになる。一年に一一百冊これらの図書を愛好され、且つより以上充実
くらい軽いと思って、一週当り何冊かと計算するため折にふれ尽力された。退官後数年を
すると、これが週四冊という数になる。本一経た後も知人松本順吉氏所蔵の「孝経」百三
冊と云っても海の向うの本や古写本などは別十点を幹旋されたことは今も忘れられないこ
として、現代日本物でも新書版もあるし菊版とである。
五百頁という堂々たる風格のものもある。大四高に清朝版が大体揃った時、これからは
まかに頁数に換算して一週六百頁、日曜日は明版をも集めたいといつか述べていられた
休むとして一日百頁。予想した以上にこれがが、「漢書評林」「後漢書」の明版を所持して
一大難事業であることが解かろ。
おられた。稀本であると言ってよい。
週刊誌・漫画本は別として、木らしい本を戦後病が革まり、蕊惜の図書全部を四高図
一年二百冊読破するのは常人凡人のよくなし書館に納めるようにと遺言があった。学制改
得るところではない。私は昔五万冊くらいの革で四高が廃校になったため、昭和三十年九
本がずらずらと書架に並べられてある書庫に月本館へ目録を添えてご遺族から寄贈され
はいって眺め渡し、文字通り望洋の嘆を禁じた。所蔵本はいずれも十分手入れが行届き、
得なかったことを憶い出すのである。破損、虫害は殆んど見られない。
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